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今年度要求のポイント

(単位　千円)

認知症疾患医療センター運営事業（政令市）
認知症施策総合推進事業

健康福祉局

1 局・課名 健康福祉局　　・　健康医療推進課

区分
その他一般施策

－

事 業 費

整理番号 11 - 118
マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
1

○認知症サポート医の養成
※認知症サポート医とは、認知症の人の診療に習熟し、かかりつけ医
への助言その他の支援を行い、専門医療機関や地域包括支援センター
等との連携の推進役となる医師。
○認知症サポート医フォローアップ研修
○認知症サポート医による認知症医療連携会議の開催
○普及啓発推進事業
認知症サポート医が中心となり、地域住民、認知症の人の家族や介護
サービス関係者に対し、認知症の医療にかかる正しい知識の普及を推
進する。
○かかりつけ医認知症対応力向上研修
かかりつけ医として必要な認知症診療の知識・技術などの習得を目的
とした研修会の開催

認知症医療連携会議

事業期間 　H18～　H　　

事業内容

認知症サポート医養成

23年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

24年度要求額

288

認知症サポート医フォローアップ研修 76

かかりつけ医認知症対応力向上研修

報酬・資料代等

430 サポート医養成費用5人分

内容・積算等項目

認知症サポート医を明確に位置付け、連携の推進を図る。

472

平成22年度決算額

81

その他

266 報酬・会場費等

平成23年度予算額 平成24年度要求額

全体事業費

1,755814

0 499 報酬・マニュアル作成費等

普及啓発事業 0

814

450 479 会場費・教材複製費・講師謝礼金等

1,755

専門医療機関等との連携を図っていく。

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

認知症サポート医フォローアップ研修を開
催し、役割の再確認を行った。

認知症サポート医を明確に位置付け、連
携の推進を図る

【経過（～23年度）】 【24年度】

合計

認知症になっても、身近な存在であるかかりつけ医や専門医から適切
な医療を受けながら、住み慣れた地域で暮らし続けるために、診療ス
キル向上を図るための研修や医療連携の推進を図る。

関連事業

事 業 名 認知症対策等支援事業

事業目的


